
市音楽ホールにて（１月７日撮影）

第 75回国民体育大会

「燃ゆる感動かごしま国体」

■本市で開催される競技、競技会場および競技会日程

オ
ー
ル
出
水
（
い
ず
ん
）
で

盛
り
上
げ
て
い
く
で
ご
ざ
る
！

開幕まで1000日！

【項目】 【競技名】 【種別】 【競技会場】 【競技会日程】
正式競技
正式競技
正式競技

軟式野球
弓道（近的）
弓道（遠的）
高等学校野球（軟式）
エアロビック
ターゲット・バードゴルフ
ビリヤード

成年男子
全種別

少年男子
－
－
－

市総合運動公園野球場
市総合体育館特設近的会場
市陸上競技場特設遠的会場
市総合運動公園野球場
市総合体育館
クレインパーク西側広場
ビリヤード＆ダーツ・撞球亭

2020年10月9日～10日
2020年10月9日～12日
2020年10月9日～11日
2020年10月4日～7日
2020年5月5日（予定）
2020年9月13日（予定）
2020年4月19日（予定）

特別競技
デモスポ
デモスポ
デモスポ

全種別

☆来月号で国体特集記事を掲載します☆

２

成人式����������� ２
竹林管理等受委託契約を推進� ３
住民説明会開催������� ４
催し・健康��������� ８
募集・相談・子育て����� ９

お知らせ���������� 10
保健センターだより����� 13
消費生活情報�������� 14
図書館だより�������� 17
フォトニュース������� 18

2018（平成30年）
No. 143

主な内容

（１月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,092 （－ １）
人　 口 ５万 4,177 （＋ ９）
男 ２万 5,410 （＋ 10）
女 ２万 8,767 （－ １）

出　 生 38
死　 亡 66
転　 入 143
転　 出 103
その他異動 ３



　

新
春
を
迎
え
た
１
月
５
日
、
市
文
化

会
館
で
出
水
市
成
人
式
が
行
わ
れ
、
新

成
人
４
７
２
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
友

人
な
ど
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
盛
り

上
が
り
、
ま
た
家
族
や
中
学
時
代
の
恩

師
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が
祝
福
に
駆

け
付
け
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
新
成
人
か
ら
な
る
成
人
式

実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
、
新

成
人
へ
の
祝
福
や
家
族
へ
の
感
謝
の
手

紙
の
朗
読
、「
二
十
歳
の
決
意
」
の
写

真
撮
影
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
が
、
こ
れ
ま
で
そ
ば
で
見

守
っ
て
く
れ
て
い
た
家
族
に
対
し
感
謝

の
気
持
ち
を
抱
く
と
同
時
に
、
成
人
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
再
認
識
す
る
式

典
に
な
り
ま
し
た
。

2018 年

成人式

新成人に

をインタビュー！
「20歳の決意」
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「たけのこ掘りとり塾」を開催します

　たけのこシーズン到来！
　「筍を見つける」、「上手に掘る」などのコツを『たけのこ掘りのプロ』が教えます。
　たけのこ掘りを始めたい方、休日のアルバイト、初心者の方、大歓迎！！（参加無料）
３月10日（土）午前９時～正午 ３月17日（土）午前９時～正午 ３月24日（土）午前９時～正午
実施場所　高尾野地区の竹林
集合場所　（株）マツバラ本社
※高尾野町大久保３816-42
定　　員　15人（先着順）
指　　導　（株）マツバラ
申し込み・問い合わせ先
（株）マツバラ（☎82－3383）

実施場所　高尾野地区の竹林
集合場所　ＪＡ営農支援センター
※高尾野町下水流890
定　　員　20人（先着順）
指　　導　ＪＡ鹿児島いずみ筍部会
申し込み・問い合わせ先
市役所農林水産整備課（☎63－4134）

実施場所　阿久根地区の竹林
集合場所　（株）タケマン本社
※高尾野町下水流1184
定　　員　15人（先着順）
指　　導　（株）タケマン
申し込み・問い合わせ先
（株）タケマン（☎82－0671）

出水市竹の郷推進協議会

◎参加希望の方は、各日程の２日前までに申し込み・問い合わせ先へ電話でお申し込みください。

地
域
の
身
近
な
資
源
「
タ
ケ
ノ
コ
・
竹
材
」
を
活
か
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　

受
委
託
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
竹
林
所
有
者
お
よ
び
た
け
の
こ
生

産
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
適
切
な
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
「
放
置
竹
林
」
を
解
消
し
、
竹

林
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め「
竹
林
所
有
者
」と「
竹

林
整
備
受
託
者
」と
の
受
委
託
契
約
を
推
進
し
ま
す
。
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用
途
地
域
・
都
市
計
画
道
路
等
見
直
し
に
係
る

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
都
市
の
健
全
な
発
展

と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
り
、
良
好

な
都
市
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、

土
地
利
用
誘
導
手
法
の
一
つ
で
あ

る
用
途
地
域　
を
指
定
し
て
い
ま

す
が
、
近
年
の
土
地
利
用
状
況
、

人
口
動
態
等
を
考
慮
し
、
用
途
地

域
の
変
更
や
新
た
に
特
定
用
途
制

限
地
域　
の
指
定
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
長
い
間
整
備
に
着
手
し
て

い
な
い
道
路
を
含
め
た
都
市
計
画
道

路　

の
見
直
し
も
検
討
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
見
直
し
の
方
針
や
変
更

案
、
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、
都
市
計
画
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
市

内
５
カ
所
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

用
語
の
説
明

※
１
用
途
地
域　
地
域
の
特
性
に
応

　

じ
、
建
築
で
き
る
建
築
物
の
用
途

　

の
種
類
や
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
な

　

ど
を
定
め
る
も
の
。
第
一
種
低
層

　

住
居
専
用
地
域
や
商
業
地
域
、
工

　

業
地
域
な
ど
12
種
類
あ
る
。

※
２
特
定
用
途
制
限
地
域　
用
途
地

　

域
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に

　

お
い
て
、
建
築
で
き
な
い
建
築
物

　

の
用
途
を
地
方
公
共
団
体
の
条
例

　

で
定
め
る
も
の
。

※
３
都
市
計
画
道
路　
将
来
の
見
通

　

し
の
も
と
、
整
備
に
必
要
な
区
域

　

を
あ
ら
か
じ
め
都
市
計
画
に
お
い

　

て
定
め
た
道
路
。
都
市
計
画
道
路

　

の
区
域
内
で
は
、
将
来
の
事
業
の

　

円
滑
な
施
行
を
確
保
す
る
た
め
、

　

建
築
規
制
が
か
か
る
。

 

本
庁
都
市
計
画
課

　
（
☎
�
４
０
６
３
）

開催日 対象地域 会　場

2 月 19 日（月） 米ノ津地域 米ノ津公会堂

2 月 20 日（火） 下水流・荘地域 鶴荘学園クラブハウス

2 月 21 日（水） 高尾野地域 高尾野公民館

2 月 22 日（木） 野田地域 野田農村環境改善センター

2 月 23 日（金） 出水地域 市役所本庁

住民説明会日程◎いずれも午後７時開会（１時間程度）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

用途地域 

指定検討箇所 

出水市役所 

都市計画区域 

当初指定：昭和９年 

最終指定：平成 28 年 

特定用途制限地域 

指定検討箇所 

（用途地域外） 用途地域 

当初指定：昭和56年 

最終指定：平成15年 

高尾野駅 

県道荘上鯖渕線 

野田支所 

野田郷駅 

国道 504号 阿久根北 IC 

折口駅 

（仮）出水北 IC 

出水駅 

高尾野支所 

米ノ津駅 
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～広げよう学びの輪！ 起こそうボランティアの風！～

主催：出水市、出水市教育委員会、出水市社会福祉協議会

●出水市生涯学習課

●出水市社会福祉協議会

TEL 0996-63-2200
FAX 0996-63-2202

TEL 0996-63-2140
FAX 0996-63-4190

E-mail : info@izumi-shakyo.jp

生涯学習・福祉
ボランティア

フェスタ
出水市

平成

年度
29

※記載の時間は予定ですので前後する場合があります。一部のコーナーは14：30で終了いたします。

スタンプラリースタンプラリー
各種コーナー等の利用で、
もれなくプレゼントがあるよ!

託児
入場
無料

あります
※要申込み

講 演

328

447

3

出水駅

会
場

出水市
文化会館

ハローワーク出水駐車場 出水建設会館駐車場

陸上競技場駐車場
多目的広場駐車場

▶臨時駐車場

出水養護学校
駐車場

法務局駐車場

ニ
シ
ム
タ

サ
ン
キ
ュ
ー

ロ
ー
ソ
ン←

至
水
俣
市

ロ
ー
ソ
ン

ロ
ー
ソ
ン

特
産
館
い
ず
み

出
水
酒
造

金
海
堂

出
水
警
察
署

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道陸

上
競
技
場

ヒ
マ
ラ
ヤ
至
阿
久
根
市
↓

出
水
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー

→
至
伊
佐
市

至
さ
つ
ま
町
→

出水市役所

米ノ津
川

九州新幹線

野球場

クレインパーク

出水養護学校
ファミリーマート

ローソン

ローソン ジョイフル

文化会館駐車場は障害者等優先駐車場となります。
駐車場には限りがありますので、出来るだけ乗り合わせてお越しください。

平成30年

月2
出水市文化会館

出水市文化町23番地
いつでも、どこでも、だれでも、自主的・自発的に学び、
ふれあい、助け合うことによリ、安心して暮らせる
地域づくりを目指します。

日土24
9：20～15：00

体験コーナー等10：30～ 特産品販売等11：30～

会場 出水市文化会館

会場 中央公民館内

演題

8:50 開場／ 9:20 開会／ 9:30 表彰
9:55活動体験発表／ 10:25 講演／ 11:45交流演芸発表

10:25~

10:30~

会場 出水市文化会館駐車場 11:30~

家族との関わり
~母として・娘として~

赤い羽根共同募金と社協への寄付金により行われます。

※録音・撮影はできませんのでご了承ください。

JAZZ SINGER
綾 戸 智 恵 氏

活動体験発表 9:55~
●切通小学校のボランティア活動体験発表
●出水マジック同好会の生涯学習体験発表

交流演芸発表 11:45~
●ボランティア活動センター登録10団体

●福之江保育園　●江内みかん保育園
幼保連携型認定こども園

パネル展示コーナー
●ボランティア活動団体・推進協力校
●福祉施設や福祉作業所等
●生涯学習関連事業　●戦争遺跡の紹介
●出水人生大学生作品
●北朝鮮による拉致被害者に関するパネル展

生涯学習体験コーナー
●絵手紙体験
●読み聞かせ体験
●かんたん工作体験

福祉体験コーナー
●車いす・手話・点字・妊婦体験
●高齢期疑似体験
●はり , 灸体験・相談
●福祉用具体験
●福祉相談コーナー
●スポーツ吹矢体験
●認知症カフェ　ほか

おもちゃリサイクルおもちゃリサイクル
（※リサイクルの方法はご一任願います）

家で眠っているおもちゃご提供ください。

（※部品代が必要な場合もあります。）

おもちゃを無料で修理するボランティアおもちゃを無料で修理するボランティア
おもちゃ病院いずみいずみ

福祉バザー

福祉体験コーナー

福祉施設等の特産品販売

献　血

タオル･せっけんや食器など

この時期は不足しがち!
みんなの力で命を救おう!

献血オリジナルグッズをプレゼント

●うどん　●豚汁　●カレー
●炊き出しごはん・わたあめ
　　　　　　　・お茶の無料サービス

●焼きたてパン　●蒸しケーキ
●クッキー　●ゼリー　●プリン
●新鮮野菜　●苗物
●腐葉土　●木工製品
●手芸品　●小物
　ほか

●訪問入浴車・手浴体験
●福祉車両体験
●防災コーナー
　（防災グッズ紹介等） ほか

多数準備いたしますが品切れの場合はご容赦ください

「400mℓ献血」にご協力いただくと

お問い合わせ／託児申込先

消防車・救急車もくるよ！
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患
者
さ
ん
が
医
師
の
診
断

を
受
け
る
時
に「
頭
が
痛
い
」

「
熱
が
あ
る
」「
胸
が
苦
し
い
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
訴

え
る
と
、
医
師
は
、
血
液
・

尿
・
心
電
図
検
査
な
ど
の
検

査
指
示
を
出
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
こ
の
検
査
指
示
に
よ
り

採
取
し
た
検
体
の
検
査
や
患

者
さ
ん
に
直
接
触
れ
て
行
う

検
査
が
臨
床
検
査
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
臨
床
検
査
デ
ー
タ

は
、
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ

と
で
、
患
者
さ
ん
の
病
気
を

診
断
し
、
治
療
方
針
を
決
定

し
た
り
、病
気
の
経
過
観
察
・

治
療
効
果
の
判
定
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。	

　

臨
床
検
査
は
、血
液
や
尿
・

臓
器
の
一
部
な
ど
、
患
者
さ

ん
か
ら
採
取
し
た
も
の
を
検

査
す
る
「
検
体
検
査
」
と
患

者
さ
ん
の
体
に
直
接
触
れ
て

検
査
を
行
う
「
生
理
機
能
検

査
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
今

回
は
、「
検
体
検
査
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

臨
床
検
査
と
は
？

血
液
検
査
と
は
？

　

白
血
球
・
赤
血
球
・

血
小
板
と
い
っ
た
血
液

中
の
細
胞
成
分
の
数
を

測
定
（
血
算
測
定
）
し
、

貧
血
の
診
断
、
経
過
観

察
を
行
っ
た
り
、
白
血

病
な
ど
を
疑
う
細
胞
が

な
い
か
を
調
べ
る
検
査

で
す
。

　

血
液
に
は
血
管
外
に

出
る
と
固
ま
る
性
質
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
血

液
凝
固
作
用
と
い
い
、

こ
の
機
能
が
正
常
に
働

い
て
い
る
か
を
調
べ
る

検
査
も
行
い
ま
す
。（
血

液
凝
固
検
査
）

生
化
学
検
査
と
は
？

　

血
液
や
尿
な
ど
の
体
液
成
分
を

検
体
と
し
、
糖
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
タ
ン
パ
ク
、
酵
素
な
ど
の
各

種
成
分
の
測
定
を
行
う
検
査
で

す
。

　

検
体
を
分
析
し
、
健
康
診
断
で

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
病
気
の
診

断
、
治
療
の
効
果
判
断
な
ど
に
広

く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

免
疫
・
血
清
検
査
と
は
？

　

血
液
の
液
性
成
分
で
あ
る
血
清

（
血け
っ
し
ょ
う漿）
を
検
体
と
し
て
、「
感
染

症
検
査
」、
癌
の
診
断
や
経
過
観

察
の
際
に
指
標
と
な
る
Ｃ
Ｅ
Ａ
、

Ａ
Ｆ
Ｐ
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
な
ど
の
「
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
の
検
査
」、
甲
状
腺
の

働
き
と
異
常（
亢こ
う
し
ん進
症
と
低
下
症
）

を
調
べ
る
Ｔ
Ｓ
Ｈ
、
Ｆ
Ｔ　

、
Ｆ

Ｔ　

の「
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
検
査
」

な
ど
の
測
定
を
行
う
検
査
で
す
。

　

各
種
成
分
の
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
病
気
の
診
断
、
治
療
の
効
果

判
断
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

　

～
臨
床
検
査
科
と
医
療
機
器
紹
介
～

総合血液学検査装置（ADVIA　2120i）
全自動血液凝固測定装置
(COAPRESTA 2000)

▷
生
化
学
自
動
分
析
装
置

　
（
Ａ
Ｕ　

５
８
０
０
）

▷
全
自
動
化
学
発
光
測
定
装
置

　
（
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ　

ｉ
２
０
０
０
Ｓ
Ｒ
）
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あ
る
感
染
症
が
ど
ん
な
微
生
物

に
よ
っ
て
起
こ
る
か
を
調
べ
、
さ

ら
に
治
療
に
有
効
な
抗
生
物
質
の

決
定
を
行
う
た
め
の
検
査
で
す
。

細
菌
検
査
と
は
？

血
液
型
検
査
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｏ
、
Ａ

Ｂ
型
）
や
輸
血
用
血
液
が
患
者
さ

ん
へ
輸
血
可
能
か
否
か
な
ど
を
調

べ
る
検
査
で
す
。

輸
血
検
査
と
は
？

　

身
体
の
臓
器
や
、
そ
の
組
織
の

一
部
あ
る
い
は
細
胞
を
顕
微
鏡
に

よ
っ
て
観
察
し
、
悪
性
細
胞
を
見

つ
け
る
検
査
で
す
。

病
理
検
査
と
は
？

　

血
液
中
に
含
ま
れ
る
酸
素
や
二

酸
化
炭
素
の
量
、
あ
る
い
は
pH
を

測
定
す
る
検
査
で
す
。

　

呼
吸
の
状
態
や
肺
機
能
の
状

態
、
体
内
の
酸
と
塩
基
の
バ
ラ
ン

ス
が
わ
か
り
ま
す
。
一
酸
化
炭
素

中
毒
の
診
断
に
も
役
立
ち
ま
す
。

血
液
ガ
ス
と
は
？

▷
細
菌
同
定
感
受
性
測
定
装
置

　
（
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）

全自動輸血検査
装置（ＥＣＨＯ）

顕微鏡

▷
滑
走
式

　

ミ
ク
ロ
ト
ー
ム

血液ガス分析装置
（RAPIDLAB　1265）

　

私
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
の
１
９
４
４
年
国

民
学
校
６
年
の
時
父
を
亡
く
し
て
、
母
と
兄
妹

６
人
で
当
時
町
長
を
し
て
い
た
祖
父
の
い
る
出

水
に
帰
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
水
高
校
を
卒
業
し
て
、
進
学
の

た
め
上
京
ま
で
の
６
年
余
り
を
出
水
で
暮
ら
し

た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
、
86
年
の
人
生
か
ら
す

れ
ば
わ
ず
か
な
時
間
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し

母
が
２
０
１
０
年
１
０
２
歳
ま
で
出
水
に
存
命

し
ま
し
た
か
ら
、
折
に
ふ
れ
帰
省
す
る
機
会
が

多
く
、ふ
る
さ
と
出
水
へ
の
郷
愁
は
強
烈
で
す
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
５
年
の
半
ば
に
当
時
の
関

東
出
水
会
の
宮
路
会
長
か
ら
出
水
市
の
活
性
化

の
た
め
に
「
出
水
ふ
る
さ
と
大
使
」
が
創
設
さ

れ
る
の
で
ど
う
か
と
の
話
が
あ
り
、
同
年
の
ふ

る
さ
と
出
水
会
第
20
回
記
念
総
会
の
際
、
渋
谷

市
長
か
ら
委
嘱
状
（
首
都
圏
大
使
15
人
）
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

職
務
と
し
て
は
、
①
出
水
市
か
ら
渡
さ
れ
る

資
料
や
観
光
名
刺
を
使
用
し
て
多
く
の
人
々
に

出
水
市
の
紹
介
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と
。

②
出
水
市
の
市
政
全
般
に
対
す
る
提
言
お
よ
び

市
政
発
展
の
た
め
の
各
種
情
報
の
提
供
と
い
う

こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
出
水
会
の
当
日
に
市
長
お

よ
び
市
の
幹
部
と
会
議
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で

ふ
る
さ
と
に
思
う

ふるさと大使
　野間口　至

し
た
。
私
と
し
て
は
、
機
会
が
あ
る
た

び
に
観
光
名
刺
を
配
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る
と

共
に
、
ふ
る
さ
と
の
役
に
立
て
る
よ
う

協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

出
水
市
は
既
に
市
政
運
営
の
基
本
方

針
は
策
定
さ
れ
て
お
り
、
基
本
理
念
お

よ
び
将
来
展
望
は
立
派
で
、
い
か
に
実

現
す
る
か
で
す
し
、
教
育
面
で
も
成
果

を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　

観
光
面
は
や
は
り
ツ
ル
と
武
家
屋
敷

が
中
心
で
し
ょ
う
が
広
域
的
連
携
も
視

野
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
で
私

が
将
来
的
に
期
待
す
る
の
は
、
県
を
超

え
た
水
俣
市
等
と
の
連
携
で
す
。
既
に

県
境
観
光
連
携
協
議
会
（
鹿
児
島
県
出

水
市
・
熊
本
県
水
俣
市
）で
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
先
進
的

な
両
市
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

私
が
高
校
の
頃
は
、
水
俣
に
男
子
高

が
な
く
水
俣
市
か
ら
の
通
学
生
が
た
く

さ
ん
い
た
た
め
熊
本
県
に
友
人
も
多

く
、
県
の
違
い
を
意
識
し
な
い
で
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

不
知
火
海
を
囲
ん
だ
水
俣
・
出
水
・

長
島
・
天
草
は
風
光
明
媚
で
観
光
資
源

に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
体
的

運
用
が
で
き
れ
ば
観
光
的
に
は
発
展
性

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
渋
谷
市
長
が
今
回
の
任
期

で
引
退
さ
れ
る
由
承
り
ま
し
た
が
、
私

も
ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任
し
て
か
ら
13

年
が
過
ぎ
、
年
齢
的
に
も
限
界
で
す
の

で
、
辞
任
し
た
く
、
こ
れ
を
も
っ
て
ご

あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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た
く
さ
ん
の
野
鳥
を
観
察
で

き
、
知
る
こ
と
の
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
！

 

２
月
25
日
（
日
） 

　

 

午
前
９
時
～
同
11
時

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺

集
合
場
所　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク

 

無
料

 

２
月
６
日
（
火
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

定
員　
20
人

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
『
日に
ほ
ん
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
で
ん

本
百
将
傳
』
と

い
う
江
戸
末
期
の
史
料
を
読
み
解

き
、
江
戸
時
代
に
紹
介
さ
れ
て
い

た
英
雄
・
武
将
た
ち
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
聴
講
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

 

２
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時

 

市
中
央
図
書
館
研
修
室

 

無
料

定
員　
50
人

演
題　
「
江
戸
時
代
の
英ヒ
ー
ロ
ー雄
像
を

　

探
る
！　

～
『
日
本
百
将
傳
』

　

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
～
」

講
師　
出
水
歴
史
民
俗
資
料
館　

　

学
芸
員　

宮
内　

弥
生

 

直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

海
上
自
衛
隊
佐
世
保
音
楽
隊
の

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

２
月
７
日
（
水
） 

午
後
６
時

　
（
午
後
５
時
開
場
）

 

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

 

無
料

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

　

あ
な
た
の
腎
臓
お
元
気
で
す

か
？
ど
こ
に
あ
っ
て
何
を
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
？
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

 

２
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時

　

～
同
３
時

　
（
午
後
０
時
30
分
受
付
）

 

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー

 

無
料

テ
ー
マ　
「
腎
臓
は
な
に
を
し
て

　

い
る
の
？
腎
臓
病
っ
て
な
あ

　

に
？
」

講
話
①
「
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

　

の
お
話
～
大
切
な
腎
臓
を
失
わ

　

な
い
た
め
に
～
」

講
師　
鹿
児
島
大
学
医
学
部
・
歯

　

学
部
附
属
病
院　

腎
臓
・
泌
尿

　

器
セ
ン
タ
ー
腎
臓
内
科　

助
教

　

德
永　

公
紀　

先
生

講
話
②
「
栄
養
士
に
よ
る
食
事
の

　

話
～
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

　

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
～
」　

講
師　
鹿
児
島
県
栄
養
士
会

　

執
印　

友
美　

先
生

対
象
者　
県
民

定
員　
４
０
０
人
（
要
予
約
）

申
込
期
限　
２
月
９
日
（
金
）

 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

鹿
児
島
県
医
師
会
地
域

　

保
健
課
（
☎
０
９
９

－

２
５
４

　

－

８
１
２
１
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

－

２
５
４

－

　

８
１
２
９
）

　

市
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
た

め
「
第
23
回
定
期
演
奏
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

 

２
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時

　

30
分
～
同
３
時
30
分

　
（
午
後
１
時
開
場
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

内
容
お
よ
び
曲
目

テ
ー
マ

　
「
歌
で
よ
み
が
え
る
心
の
光
」

第
１
部
「
郷
の
歌
」（
童
謡
な
ど
）

第
２
部
「
心
の
歌
」：
ゲ
ス
ト
と

　

共
に
（
里
の
秋
な
ど
）

第
３
部
「
煌
き
の
歌
」（
天
使
の

　

羽
の
マ
ー
チ
な
ど
）

ゲ
ス
ト　

男
声
合
唱
ゴ
ー
シ
ュ
、

　

ク
レ
イ
ン
コ
ー
ラ
ス
２
０
１
７

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

節
分
の
日
に
、侍
姿
に
扮
し
て
、

出
水
麓
武
家
屋
敷
群
～
本
町
通
り

商
店
街
に
潜
む
鬼
を
退
治
し
な
が

ら
練
り
歩
く
、
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

 

２
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時

　

30
分
～
同
４
時

 

出
水
麓
武
家
屋
敷
群
～
出
水

　

市
本
町
通
り
商
店
街

対
象
者　
小
学
生
以
下

※
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

定
員　
25
人

 

５
０
０
円

※
当
日
の
よ
ろ
い
は
無
料
で
貸
し

　

出
し
ま
す
。

 

出
水
本
町
通
り
商
店
街
未
来

　

会
議
（
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

　

課
内
）（
☎
�
４
０
４
０
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

市
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　
定
期
演
奏
会

野
鳥
観
察
会

「
ち
び
っ
こ
よ
ろ
い
で

　
　
　
　
　
鬼
退
治
！
」

第
２
回
歴
史
講
座

海
上
自
衛
隊

　
佐
世
保
音
楽
隊

　
　
　
　
　
演
奏
会

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

県
民
公
開
講
座
in
出
水

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

予
防
セ
ミ
ナ
ー
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１
月
中
旬
に
申
請
書
類
を
郵
送
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
限　
２
月
16
日（
金
）

提
出
先　
本
庁
教
育
総
務
課

※
入
学
後
に
就
学
援
助
（
学
用
品

　

費
、
学
校
給
食
費
等
）
を
希
望

　

さ
れ
る
場
合
は
、
改
め
て
申
請

　

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
と
は

　

市
内
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学

校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
の

ご
家
庭
で
経
済
的
に
お
困
り
の
方

に
、
学
用
品
費
等
就
学
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で

す
。

援
助
の
対
象
と
な
る
方

〇
市
町
村
民
税
の
非
課
税
若
し
く

　

は
減
免
、
国
民
健
康
保
険
税
の

　

減
免
、
ま
た
は
国
民
年
金
の
掛

　

金
等
の
減
免
を
受
け
て
い
る
世

　

帯
の
方

〇
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

　

世
帯
の
方

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

　

に
準
ず
る
程
度
に
経
済
的
に
困

　

窮
し
て
い
る
と
教
育
委
員
会
が

　

認
め
る
世
帯
の
方

※
教
育
委
員
会
で
は
、
生
計
を
共

　

に
す
る
世
帯
全
員
の
合
計
所
得

　

の
状
況
等
を
踏
ま
え
認
定
し
ま

　

す
。

 

本
庁
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

行
政
相
談
委
員
は
ど
ん
な
人
？

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民

間
有
識
者
で
す
。
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
国
等
の
行
政

活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言

や
関
係
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

２
月
８
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

　

市
で
は
、
こ
の
春
小
・
中
学
校

等
へ
入
学
ま
た
は
中
学
校
等
を
卒

業
予
定
の
お
子
さ
ま
を
対
象
に
、

そ
の
門
出
を
祝
う
と
と
も
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
元
商
店
で
学
用
品
等
の
購
入
が

で
き
る
「
教
育
商
品
券
」（
１
万

円
分
）
を
交
付
し
ま
す
。
対
象
者

　

春
休
み
に
、
日
本
全
国
か
ら
参

加
す
る
た
く
さ
ん
の
日
本
人
や
外

国
人
の
友
達
と
一
緒
に
、
暖
か
な

南
の
島
「
ヨ
ロ
ン
島
」
で
思
い
出

に
残
る
楽
し
い
体
験
を
し
ま
せ
ん

か
。

　

２
月
25
日
（
日
）
に
福
岡
市
で

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 
３
月
26
日
（
月
）
～
４
月
１

　

日
（
日
）
６
泊
７
日

 

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

 

12
万
４
千
円

対
象
者　
小
学
２
～
６
年
生

応
募
期
限　
３
月
５
日
（
月
）

・

 

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研

　

修
協
会
（
東
京
都
品
川
区
）

　
（
☎
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７

　

２
１
）

行
政
相
談
と
は

　

国
の
行
政
な
ど
へ
の
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
行
政
相
談
委
員
な
ど

に
相
談
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
相

談
を
基
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営

の
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
来
年
度
の
自
主
学
習

グ
ル
ー
プ
の
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
新
規
登
録
団
体
と
し
て

認
定
さ
れ
る
と
、
登
録
年
度
か
ら

５
年
間
、
月
２
回
ま
で
公
民
館
使

用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

登
録
対
象
団
体
（
次
の
全
て
に
該

当
す
る
グ
ル
ー
プ
）

○
継
続
的
に
学
習
す
る
10
人
以
上

　

の
団
体

○
塾
的
要
素
を
も
た
な
い
団
体

○
講
師
主
導
で
な
く
、
会
員
が
自

　

主
的
に
企
画
と
運
営
を
行
う
団

　

体
○
一
般
の
参
加
希
望
者
を
受
け
入

　

れ
る
開
か
れ
た
運
営
を
行
う
団

　

体
申
請
書
類
等　
認
定
申
請
書
、
会

　

員
名
簿
、
活
動
計
画
書
、
減
免

　

申
請
書
、
グ
ル
ー
プ
の
規
約
等

※
申
請
書
類
は
生
涯
学
習
課
に
備

　

え
付
け
て
い
ま
す
。

 

本
庁
生
涯
学
習
課
に
直
接
お

　

 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
２
月
23
日
（
金
）

 

本
庁
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

に
は
、
個
別
に
引
換
券
を
郵
送
し

ま
す
。

交
付
対
象
者

〇
本
年
４
月
に
小
・
中
・
義
務
教

　

育
学
校
へ
入
学
予
定
ま
た
は
義

　

務
教
育
学
校
後
期
課
程
へ
進
級

　

予
定
の
児
童
の
保
護
者
で
、
か

　

つ
本
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市

　

に
住
所
を
有
す
る
方

〇
本
年
３
月
に
中
・
義
務
教
育
学

　

校
を
卒
業
予
定
の
生
徒
の
保
護

　

者
で
、
か
つ
本
年
１
月
１
日
現

　

在
、
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

引
換
日
時　
２
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

引
換
会
場　

本
庁
１
階
多
目
的

　

ホ
ー
ル
ま
た
は
高
尾
野
農
村
環

　

境
改
善
セ
ン
タ
ー

 

本
庁
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

　

市
で
は
、
就
学
援
助
の
ひ
と
つ

で
あ
る
小
学
校
ま
た
は
義
務
教
育

学
校
の
新
１
年
生
を
対
象
と
し
た

「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
入
学
後

の
申
請
に
基
づ
き
認
定
さ
れ
た
方

に
６
月
頃
給
付
し
て
い
ま
し
た

が
、本
年
４
月
の
新
入
学
生
か
ら
、

入
学
前
の
３
月
に
給
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
学
予
定
者
全
員
を
対
象
に
、

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
を

募
集
中

南
の
島
で

国
際
交
流
し
よ
う

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

定
例
行
政
相
談
所
開
設

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

教
育
商
品
券
交
付

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



バ
ス
停

　

出
水
駅
～
八
幡
神
社
東
～
今
村

　

西
～
古
浜
入
口
～
屋
地
～
筒
田

　

前
～
三
笠
中
前
～
だ
ん
だ
ん
市

　

場
～
指
江
庁
舎
前
～
温
泉
セ
ン

　

タ
ー
前
～
蔵
之
元
港

　

出
水
地
域
お
よ
び
天
草
地
域
の

観
光
振
興
と
日
常
生
活
で
の
移
動

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
出

水
駅
と
長
島
町
蔵
之
元
港
を
結
ぶ

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
１
日
６
往
復
運

行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
島
町
蔵
之
元
港
と
天

草
市
牛
深
港
は
、
フ
ェ
リ
ー
に
よ

り
30
分
で
結
ば
れ
て
お
り
、
天
草

へ
の
便
利
な
交
通
手
段
と
し
て
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

覧
を
拒
否
し
ま
す
。

※
選
挙
人
名
簿
抄
本
を
コ
ピ
ー
す

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
挙
運
動
の
期
間

　

選
挙
運
動
は
、
立
候
補
届
出
後

か
ら
選
挙
の
期
日
の
前
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
立
候
補
届
出
前
に

選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
事
前
運

動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
位
利
用
に
よ
る
選
挙
運
動
の
禁

止
　

公
務
員
等
（
民
生
委
員
・
行
政

事
務
連
絡
員
等
を
含
む
。）
お
よ

び
教
育
者
は
、
そ
の
地
位
を
利
用

し
て
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

 

本
庁
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局
（
☎
�
４
１
３
８
）

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
工
事
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

対
象
家
屋
は
、
１
９
８
１
（
昭

和
56
）
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅
で
す
。
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
等
の
災
害
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

補
助
率
（
額
）

耐
震
診
断

　

補
助
率　

３
分
の
２

　

限
度
額　

６
万
円

耐
震
改
修
工
事

　

補
助
率　

23
㌫

　

限
度
額　

30
万
円

※
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
を

　

行
う
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・

 

本
庁
都
市
計
画
課

　
（
☎
�
４
０
６
５
）

で
き
る
こ
と

○
ご
み
出
し
日
通
知　
収
集
日
の

　

前
日
と
当
日
に
お
知
ら
せ
を
表

　

示
で
き
ま
す
。

○
分
別
帳
検
索　
リ
サ
イ
ク
ル
や

　

ご
み
の
分
別
方
法
を
検
索
で
き

　

ま
す
。

○
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能　
お
住
ま
い

　

の
地
域
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

　

収
集
日
を
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
で

　

確
認
で
き
ま
す
。

使
う
に
は

○
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま

　

す
。iPhone

はA
pp

　Store

、

　

A
ndroid

はGoogle

　Play

か

　

ら
「
さ
ん
あ
～
る
」
で
検
索
し

　

て
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

出
水・天
草
ロ
マ
ン
シ
ャ

ト
ル
運
行
中

蔵之元港発 出水駅発
７：15 ８：45
９：55 11：20
12：35 12：40
14：00 15：25
15：20 16：45
17：55 18：05

▽運行時刻（所要時間 65 分）

※
各
バ
ス
停
で
乗
降
可
能

 

南
国
交
通
㈱
出
水
営
業
所

　
（
☎
�
１
６
２
６
）

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
促
進
協
議

　

会
事
務
局
（
天
草
市
地
域
政
策

　

課
）（
☎
０
９
６
９

－

２
７

－

　

６
０
０
０
）

　

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
３
３
）

～
選
挙
人
名
簿
抄
本
の
閲
覧
～

　

公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
人
名

簿
抄
本
の
閲
覧
が
で
き
る
場
合
を

次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

○
特
定
の
者
が
選
挙
人
名
簿
に
登

　

録
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ど
う
か

　

確
認
す
る
た
め
に
閲
覧
す
る
場

　

合
○
公
職
の
候
補
者
等
、
政
党
そ
の

　

他
の
政
治
団
体
が
政
治
活
動
・

　

選
挙
運
動
を
行
う
た
め
に
閲
覧

　

す
る
場
合

○
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術

　

研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
で
、

　

公
益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る

　

も
の
の
う
ち
政
治
・
選
挙
に
関

　

す
る
も
の
を
実
施
す
る
た
め
に

　

閲
覧
す
る
場
合

※
閲
覧
に
よ
り
知
り
得
た
事
項
が

　

不
当
な
目
的
に
利
用
さ
れ
る
お

　

そ
れ
が
あ
る
場
合
等
に
は
、
閲

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

自
宅
の
健
康
診
断
を

し
ま
せ
ん
か
？

▽収容物の工夫
　重いものを下に置くことで、家具の
　重心を下げ、転倒しにくくします。

　

市
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
の
ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ

～
る
」
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
～

る
」
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の

分
別
方
法
を
手
軽
に
検
索
し
た

り
、
収
集
日
を
お
知
ら
せ
す
る
機

能
が
つ
い
た
無
料
ア
プ
リ
で
す
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ

 「
さ
ん
あ
～
る
」

　
好
評
配
信
中
で
す
！

iPhone をお使いの方

Android をお使いの方

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）
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格
希
望
者
、
建
築
関
係
者
等
）

定
員　
各
10
人
程
度

※
筆
記
用
具
・
実
技
用
工
具
は
各

　

自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
申
込

　

書
は
川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

３
８

　

７
３
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６

－

２
０

－

　

６
４
２
３
）

　

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
第
２
種
電
気
工
事
士
資
格
試

験
対
策
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

 

学
科
編
（
理
論
）

　

３
月
11
日
・
18
日
・
25
日

　

学
科
編
（
施
工
）

　

４
月
８
日
・
15
日
・
22
日

　

学
科
編
（
演
習
）

　

５
月
６
日
・
13
日
・
20
日

　

実
技
編

　

７
月
８
日
・
14
日
・
15
日

　

全
て
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

川
内
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

 

各
学
科
編
・
実
技
編
１
万
円

※
別
途
必
要
経
費

　

理
論
編
２
千
円

　

実
技
編
６
千
円

対
象
者　
資
格
試
験
受
講
希
望
者

　
（
電
気
事
業
従
事
者
、
新
卒
資

２月は猫の適正飼養推進月間

飼い猫に子どもが生まれたら、その先の子どもたちに責任はとれる
でしょうか。１匹のメス猫から子猫が生まれ、１年後は合計 20 匹以
上になることもあります。不妊・去勢をすることは、病気の予防や
ストレスの軽減、マーキング行為の減少というメリットもあります。

交通事故や猫同士のケンカ、感染症などから守るためにも、室内
で飼育しましょう。また、ふん尿や鳴き声、ゴミを荒らすなど、
周囲の方へ配慮することも飼い主の責任です。周りに迷惑をかけ
てしまうと、猫嫌いな人も増え、猫のためにもなりません。

飼い猫だと分かるように、所有者を明示しましょう。
開いたドアや窓の隙間から脱走したり、突然の災害で行方不明になる
ことも考えられます。名前や連絡先を書いた迷子札を首輪につけたり、
マイクロチップを施すことで、飼い主の元に戻ることができます。

 県保健福祉部生活衛生課
　（☎ 099 － 286 － 2788）
　出水保健所（☎ 62 － 1636）

　正しく猫を飼えていますか？
　人の身勝手な理由で捨てられ
たり、放し飼いや迷子のまま、
どこかで迷惑をかけたり、不慮
の事故で亡くなってしまう猫も
います。
　正しい飼い方で、愛情を持っ
て最後まで飼いましょう。

　

県
で
は
、
県
営
住
宅
（
出
水
市

分
）
の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
を

行
い
ま
す
。
空
き
家
待
ち
順
位
登

録
と
は
、
入
居
希
望
者
の
中
で
抽

選
を
行
い
入
居
待
ち
の
順
位
を
決

め
て
登
録
し
て
、
空
き
家
が
発
生

し
た
時
に
そ
の
順
位
に
従
い
入
居

案
内
さ
れ
る
方
法
で
す
。

対
象
住
宅　
千
本
付
団
地
、
ラ
ガ

　

ー
ル
出
水
団
地
、西
之
口
団
地
、

　

鶴
亀
タ
ウ
ン
団
地
、
ウ
ッ
ド
タ

　

ウ
ン
高
尾
野
団
地

申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

２
月
１
日（
木
）～
同
28
日（
水
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

・

 

（
抽
選
）

　

３
月
８
日
（
木
）
午
後
２
時

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

　

４
階
会
議
室

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

・

 

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

　

株
式
会
社
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産

　

出
水
支
所（
県
出
水
庁
舎
１
階
）

　
（
☎
�
７
０
５
６
）

県
営
住
宅
空
き
待
ち
順
位

登
録

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
７
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

ご
は
ん
つ
ぶ
　
の
こ
さ
ず
た
べ
よ
う
　
ぴ
か
ぴ
か
に

鶴
荘
学
園
一
年
　
村
上
　
泰
一

リ
サ
イ
ク
ル
　
地
域
で
取
り
組
む
　
地
球
の
た
め
に

米
ノ
津
中
学
校 

二
年
　
川
畑
　
梨
奈

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

第
２
種
電
気
工
事
士

資
格
試
験
対
策
講
座
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で
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況

を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
地
方
税
法
第
３
８
３
条
）

　

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
、
１

月
31
日
（
水
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
は
、

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
提
出
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま

　

た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
総
務

　

・
税
グ
ル
ー
プ

・
 

本
庁
税
務
課

　

固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

　

来
年
度
か
ら
、
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
を
５
月
31
日
に
変
更
し
ま

す
。
納
期
限
が
土･

日
曜
日
の
時

は
、
そ
の
翌
営
業
日
が
納
期
限
と

な
り
ま
す
。
納
期
変
更
に
伴
い
、

納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
の
発
送

予
定
で
す
。
５
月
下
旬
に
な
っ
て

も
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
税
務
課
課
税
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
納
税
証
明
書

の
有
効
期
限
は
、
２
０
１
８
（
平

成
30
）
年
４
月
30
日
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
軽
自
動
車
検
査
協

会
等
で
は
、
２
０
１
８
（
平
成

30
）
年
５
月
30
日
ま
で
延
期
し
て

　

税
務
課
で
は
、
２
０
１
８
（
平

成
30
）
年
度
の
固
定
資
産
の
評
価

に
必
要
な
こ
と
か
ら
、
３
月
ま
で

土
地
の
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

調
査
に
は
、
固
定
資
産
評
価
補

助
員
証
を
携
帯
し
た
税
務
課
職
員

が
、
調
査
の
対
象
と
な
る
場
所
に

お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
対

す
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

本
庁
税
務
課

　

固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

　

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

申
告
は
お
済
み
で
す
か
？ 

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
等

を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
や
農
業
・

漁
業
を
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
賃

借
業
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
、

償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
償
却
資
産
と
は
、
そ
の
事
業
の

た
め
に
所
有
し
て
い
る
事
業
用
資

産
（
構
築
物
、機
械
お
よ
び
装
置
、

船
舶
、
車
両
お
よ
び
運
搬
具
、
工

具
、
器
具
お
よ
び
備
品
）
の
こ
と

読
み
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、そ
の
ま
ま
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
本
庁
税
務
課
、
各
支
所
総
合
市

民
課
で
再
発
行
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。）

　

な
お
、
賦
課
期
日
に
つ
い
て

は
、従
来
ど
お
り
４
月
１
日
で
す
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
４
月
１

日
現
在
の
軽
自
動
車
所
有
者
等
に

来
年
度
軽
自
動
車
税
を
課
税
し
ま

す
。

 

本
庁
税
務
課

　

課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

市
で
は
、
確
定
申
告
等
用
の
国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
納
付

確
認
書
を
本
人
の
申
請
に
応
じ
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

納
付
確
認
書
は
、
市
税
等
に
係

る
個
人
情
報
で
す
の
で
、
申
請
の

際
に
は
他
の
税
証
明
等
と
同
様

に
、
本
人
確
認
書
類
等
（
代
理
申

請
の
場
合
は
併
せ
て
委
任
状
）
が

必
要
で
す
。

本
人
確
認
書
類

○
窓
口
に
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の

　

免
許
証
等

○
代
理
申
請
の
場
合
の
委
任
状

※
配
偶
者
ま
た
は
住
民
票
同
一
世

　

帯
の
方
は
不
要
で
す
。

※
本
庁
税
務
課
、
各
支
所
総
合
市

　

民
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
あ
る
委
任
状
に
保
険
料
納
付

　

者
に
よ
る
必
要
事
項
の
記
載
・

　

押
印
を
お
願
い
し
ま
す
。（
委

　

任
が
確
認
で
き
れ
ば
、
任
意
様

　

式
で
も
可
）

 

本
庁
税
務
課

　

課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

税
務
署
に
よ
る
確
定
申
告
相
談

会
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま

す
。

　

申
告
書
は
、
会
場
内
で
作
成
・

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
し

て
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
こ

と
や
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
よ
る
申
告
相
談
会
場

 

（
期
間
）

　

２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日

　
（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く

 

出
水
税
務
署

※
申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と

　

申
告
会
場
が
混
み
合
い
ま
す
の

　

で
、
早
め
の
申
告
に
ご
協
力
く

償
却
資
産
の
申
告
に
つ

い
て

土
地
の
現
況
調
査
に
つ

い
て

軽
自
動
車
税
の
納
期
を

変
更
し
ま
す
！

　

だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

熊
本
国
税
局
で
は
１
月
４
日

（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
木
）
ま

で
の
期
間
、｢

確
定
申
告
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー｣

を
開
設
し
て
、
所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
、
贈

与
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相

談
等
に
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
の
代
表
電
話
に
電
話
し
て
、

自
動
音
声
案
内
に
対
し
て｢

０｣

番
を
選
択
し
た
後
、
用
件
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
や

少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

介
護
保
険
料
等
の
納
付

確
認
書
の
申
請
・
発
行

税
務
署
に
よ
る

　
　
確
定
申
告
相
談
会

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
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血
管
に
や
さ
し
い
生
活
を

～
高
血
圧
予
防
～

血
圧
っ
て
？

　

血
管
の
中
を
血
液
が
流
れ
る
時

に
血
管
の
壁
に
か
か
る
圧
力
の
こ

と
で
す
。
心
臓
は
、
収
縮
と
拡
張

を
繰
り
返
し
て
血
液
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。
心
臓
が
収
縮
し
て
血

液
を
送
り
出
し
た
時
の
圧
を
収
縮

期
血
圧
（
最
高
血
圧
）、
心
臓
が

拡
張
し
た
時
の
血
圧
が
拡
張
期
血

圧
（
最
低
血
圧
）
と
い
い
ま
す
。

血
圧
の
正
常
値
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　

収
縮
期
血
圧
が
１
４
０
ｍ
ｍ
Ｈ

㌘
未
満
、
拡
張
期
血
圧
が
90
ｍ
ｍ

Ｈ
㌘
未
満
で
す
。
こ
の
い
ず
れ
か

が
上
回
っ
て
い
る
状
態
が
高
血
圧

で
す
。

高
血
圧
の
予
防
・
継
続
し
た
管
理

が
必
要
な
理
由

　

自
覚
症
状
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
が
、
身
体
の
中
で
は
変
化

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
血
管
に
常

に
強
い
圧
が
か
か
っ
て
い
る
状
態

で
す
の
で
、
血
管
が
傷
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
血
管
は
、
全
身
に
張
り

巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
身
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、
特
に
血

管
が
た
く
さ
ん
あ
る
脳
や
腎
臓
、
心

臓
、
目
な
ど
が
影
響
を
受
け
、
命
に

関
わ
る
よ
う
な
大
き
な
病
気
を
引
き

起
こ
す
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
に
は

☆
今
よ
り
２
㌘
の
減
塩
が
必
要
で

　

す
。

本
市
の
食
塩
摂
取
状
況

　

男
女
と
も
に
基
準
値
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
塩
分
摂
取
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
尿
中
塩
分
測
定
の
結
果
を
み
る

と
、
塩
分
の
多
い
食
品
を
と
っ
て
い

な
い
と
認
識
し
て
い
て
も
、
実
際
の

塩
分
摂
取
量
が
多
い
方
が
、
男
性

38
・
６
㌫
、
女
性
56
・
５
㌫
で
し
た
。

　

１
日
１
㌘
の
減
塩
で
血
圧
が
１
ｍ

ｍ
Ｈ
㌘
低
下
す
る
と
い
う
研
究
結
果

も
あ
り
ま
す
。
塩
分
を
控
え
て
血
管

に
や
さ
し
い
食
生
活
の
た
め
に
、
お

い
し
く
減
塩
５
か
条
を
実
行
し
ま

表
おもてざこ
迫　敬

けい こ
子さん

出水市の好きなところは？
　冬には出水平野にツルが飛
来し、にぎやかになり、春に
は潮干狩りが楽しめるなど四
季が感じられるところ。
出水市に望むことは？　
　少子高齢化に向け、産み育
てやすい環境や高齢者が住み
慣れた所で自分らしい人生を
送れるような地域包括ケアシ
ステムづくりに取り組んで！

脇
わきもと
本　弘

ひろき
紀さん

出水市の好きなところは？
　子どもたちが元気な挨拶が
できる等、地域のコミュニ
ケーションがしっかりとれて
住みよい町であるところ。
出水市に望むことは？　
　官民一体となって、他では
やっていないことやどこにも
負けない何か一つ特化したこ
とを考えて、全国各地へアピ
ールしてほしい。

永
えいふく
福　香

か ほ り
帆里さん

出水市の好きなところは？
　海、山が近くにあり、自然
が豊か。果物や野菜など美味
しいものが豊富で、歴史や文
化を感じられる場所がたく
さんあるところ。
出水市に望むことは？
　スポーツや趣味等を楽し
めるようなイベントやレジ
ャースポーツが増えればい
いなと思います。

し
ょ
う
。

☆
一
日
野
菜
小
鉢
５
皿
（
３
５
０

　

㌘
）
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。

　

野
菜
は
、
塩
分
の
排
泄
を
助
け

る
た
め
、
血
圧
の
上
昇
を
抑
え
ま

す
。

☆
家
庭
で
血
圧
を
測
定
し
ま
し
ょ

　

う
。

　

朝
夕
２
回
測
定
し
、
自
分
の
血

圧
の
状
態
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

朝
は
、
起
床
後
１
時
間
以
内
で

ト
イ
レ
を
済
ま
せ
、
朝
食
や
薬
を

飲
む
前
に
、
夜
は
、
寝
る
直
前
に

測
定
し
ま
し
ょ
う
。

☆
十
分
な
睡
眠
と
休
養
、
禁
煙
、

　

適
度
な
飲
酒
も
大
切
で
す
。

尿中塩分濃度測定結果
平均値 基準値

男性 9.27㌘ 7.9㌘以下
女性 8.93㌘ 6.9㌘以下

高血圧の方の基準値は、5.9
㌘以下

※尿中塩分濃度測定とは、早
朝尿に含まれる塩分量から１
日の塩分摂取量を統計的に計
算するものです。

　

２
０
１
８
年
１
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
、『
環
境
ポ
ス
タ
ー
・
環
境

標
語
』
作
品
展
の
記
事
で
【
環
境
標
語
作
品
展
】
環
境
部
門
優
秀
賞
（
小
学

生
の
部
）
に
「
松
島　

晴
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
舩
島　

晴
」

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

地
球
が　
ピ
ン
チ
だ　

　
み
ん
な
で
ふ
せ
ご
う　
温
だ
ん
化

下
水
流
小
学
校
四
年　

舩
島　

晴
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　
最
近
市
内
で
、
業
者
が
突
然
訪
問

し
て
き
て
、
必
要
の
な
い
高
額
な
布

団
や
健
康
食
品
を
買
わ
さ
れ
た
と
の

情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

●
あ
る
日
、
布
団
の
訪
問
販
売
員
が

訪
ね
て
き
た
の
で
、「
買
う
つ
も
り

は
な
い
」
と
言
っ
た
が
、「
説
明
だ

け
で
も
」
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、
仕

方
な
く
説
明
だ
け
な
ら
と
思
い
家
に

上
げ
た
。

　

２
時
間
以
上
家
に
居
座
ら
れ
、
怖

く
な
り
、
必
要
の
な
い
高
額
な
布
団

を
買
わ
さ
れ
た
。

●
あ
る
日
、電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、

ボ
ケ
防
止
に
効
果
の
あ
る
健
康
食
品

を
買
わ
な
い
か
と
勧
誘
さ
れ
た
。
最

初
は
断
っ
て
い
た
が
、
サ
ン
プ
ル
を

送
り
ま
す
と
言
わ
れ
仕
方
な
く
承
諾

し
た
。
後
日
、
業
者
が
サ
ン
プ
ル
を

持
っ
て
き
た
が
、
話
の
流
れ
で
断
り

切
れ
ず
商
品
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
訪
問
販
売
の
ル
ー
ル
】

〇
消
費
者
と
最
初
に
会
っ
た
際
に
、

　

業
者
名
・
商
品
の
種
類
・
訪
問
目

　

的
を
明
示
す
る
こ
と
。

〇
契
約
締
結
を
拒
絶
さ
れ
た
場
合
に

　

は
再
勧
誘
は
禁
止
さ
れ
る
。

〇
勧
誘
の
際
に
嘘
を
つ
い
た
り
、
威

　

迫
し
て
困
惑
さ
せ
て
は
い
け
な

　

い
。

〇
高
齢
者
等
の
判
断
力
の
低
下
に
付

　

け
込
ん
だ
契
約
は
禁
止
な
ど
の
規

　

制
。

被
害
を
防
ぐ
ア
ド
バ
イ
ス

〇
ド
ア
を
開
け
る
前
に
訪
問
者
や
用

　

件
を
確
認
し
、
必
要
な
け
れ
ば
断

　

り
、
事
業
者
を
家
に
入
れ
な
い
こ

　

と
が
大
切
で
す
。

〇
一
人
で
は
対
応
せ
ず
、
家
族
や
近

　

所
の
人
等
に
同
席
し
て
も
ら
い
ま

　

し
ょ
う
。

〇
家
族
や
関
係
者
も
、
高
齢
者
の
家

　

に
不
審
な
訪
問
者
が
い
な
い
か
、

　

家
の
中
に
見
た
こ
と
の
な
い
品
物

　

や
契
約
書
が
な
い
か
日
頃
か
ら
気

　

に
か
け
ま
し
ょ
う
。

契
約
を
取
り
消
し
た
い
時
に
は
・・・

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
利
用
で

き
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
訪

問
販
売
な
ど
で
、
や
む
な
く
契
約
し

て
し
ま
っ
た
場
合
、
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
一
定
期
間
内
で
あ

れ
ば
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

　

る
通
信
販
売
な
ど
適
用
さ
れ
な
い

　

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
注
意
し
ま

　

し
ょ
う
。

訪
問
販
売
は
突
然
に

　
～
あ
の
時
、

家
に
上
げ
て
い
な
け
れ
ば
～

が
確
認
で
き
る
も
の
と
運
転
免
許

証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
金
融
機

関
届
出
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
で
来
年
度
分
１
年
前

納
（
４
月
～
９
月
ま
で
の
６
カ
月

前
納
と
２
年
前
納
も
含
む
）
の
申

込
締
切
日
は
２
月
末
日
で
す
。
す

で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い

る
方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
引
落
し
方
法
の
変
更

を
す
る
場
合
は
締
切
日
ま
で
に
再

度
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
注
意
事
項

　

残
高
不
足
で
口
座
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
末
振
替

に
切
り
替
わ
り
、
割
引
も
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
で
１

年
前
納
・
２
年
前
納
ま
た
は
６
カ

月
前
納
を
初
め
て
申
し
込
ま
れ
た

方
は
、前
納
の
保
険
料
額
に
加
え
、

前
年
度
の
３
月
分
の
保
険
料
が
同

時
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
残

高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

▽
川
内
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

　

７
６
）

２
２
４
０
円
の
割
引
に
な
り
ま

す
。（
本
年
度
割
引
額
）

③
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）

　

通
常
の
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振

替
、
割
引
な
し
）
よ
り
１
カ
月
早

く
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
。
毎
月
50

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

④
２
年
前
納

　

２
年
分
の
保
険
料
を
前
納
。
２

年
間
で
１
万
５
６
４
０
円
の
割
引

に
な
り
ま
す
。（
本
年
度
割
引
額
）

口
座
振
替
の
手
続
き
方
法

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
本

庁
・
各
支
所
（
市
役
所
）
の
年
金

担
当
窓
口
の
ほ
か
、
金
融
機
関
の

窓
口
や
川
内
年
金
事
務
所
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
手
続
き
の
際

に
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

保
険
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
に
行
く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘

れ
を
防
げ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
前

払
い
（
前
納
）
す
る
こ
と
で
保
険

料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

①
１
年
前
納

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
分
の
１
年

度
分
の
前
納
。
納
付
書
で
毎
月
納

め
た
と
き
と
比
較
し
て
４
１
５
０

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。（
本
年

度
割
引
額
）

②
６
カ
月
前
納

　

４
月
か
ら
９
月
分
、
10
月
か

ら
翌
年
３
月
分
の
前
納
。
年
間

開 催 日　３月 22 日（木）
開催場所　野田支所　市民相談室
開催時間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など
相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18

人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

３月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）

家の中に入

れないで！
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　 　12月14日（木）、市内

の金融機関で強盗対応訓

練が実施されました。

　警察官扮する二人組の

強盗が来店中の客（警察

官）を人質に取り、お金

。たしまれさ施実で定設ういとるす走逃てっ奪を車トパ青、）金（日51月21　

犯つだらい、は員職　車察警と）車備装灯転回色青（

冷もらがなし張緊に人トパ戒警別特末年るよに同合両

報通急緊、し応対に静ラールブ・スマスリク（ルーロ

す走逃、用使のンタボ。たしまれさ施実が）ン

ーボーラカのへ人犯る警水出らか時６後午、は日当　

察署で出発式があり、防犯パトロール隊連絡協議会の松元 ルの投てき、現場保存

重忠会長から各防犯パトロール隊の代表に青パト活動燃料 の方法などについて確認しました。

費の引き渡しが行われました。この活動燃料費は、出水市 最後に、生活安全刑事課の小村悟課長から講評があり、

防犯協会、出水地区金融機関防犯協議会、県警察協会から 現場保存の要領等についての助言などがありました。

同連絡協議会に贈呈されたものです。

　この後、松元会長、中尾直毅出水警察署次長の挨拶に続

き、上村勲副会長の出発申告を合図に、夕暮れの寒空の中、

各車両一斉に市内のパトロールに出発して行きました。

　防犯協会と出水警察署では、定期的におれんじ鉄道各駅駐輪場

で自転車等の防犯診断を実施していますが、依然として防犯登録

や施錠がなされていない自転車、バイクが見受けられます。

※　防犯登録があり施錠も二重にしてある優良車は延39台で、

　前回調査より大きく減少しています。

　　反対に、防犯登録も施錠もない車が延45台でした。

　　防犯登録は販売店で受け付けており、登録料は600円です。

(-1)
0

(-3)

13
(-9)
190
(-77)

１２ 月 中
２０１７年
累　　　計

8
(-8)
147
(-66)

発生件数 死　者 負傷者

２０１７年 0

（2017年中の自転車・バイク延べ調査台数）

102

20

99

38

20

11

188

なし

23

142

44

31

15

255

12

18

6

19

50

25

19

310

12

12

45

188

5

33

6

1

7

66

調　　査

場　　所

調　査

延台数

防犯登録

あり なし

112

野 田 駅

計

米ノ津駅 35

412

出 水 駅

西出水駅

高尾野駅

254

62

37

24

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

157

28

＜平成３０年２月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

※（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況（人身）
＜出水警察署管内＞　　　　 （暫定値）

なし あり

施　錠 両　方

あり

4

【うそ電話詐欺被害認知状況】

＜県内11月末現在＞

●オレオレ詐欺

８件：約1,210万円

●架空請求詐欺

63件：約１億4,450万円

●融資保証金詐欺

11件：約1,760万円

●還付金等詐欺

６件：約500万円

●金融商品等取引名目

７件：約2,070万円

●ギャンブル必勝法情報提供目的

１件：720万円

金を出せ！！強盗訓練

あなたの自転車・バイクは大丈夫？
（出水警察署管内）
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
※未就学のお子さまの託児サービスがあります。 
 希望される方は、読書推進室へお申し込みください。 
 締切：１月 31 日（水） 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

入場無料、ぜひご家族でご来場ください♪

＝＝２０１８年２月１７日（土）＝＝

 ○市音楽ホール○ 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

   第１１回 

    読書活動日本一のまちづくり 

       推進大会を開催します！ 

１２：４５～  受付 
１３：１５～ オープニング 
             （出水市少年少女合唱団） 
１３：２５～ 開会行事 
１３：４０～ 表彰 
（家読優秀実践校（園）、読書活動優秀実

践地域・優秀実践校（園）） 
１３：５０～ 市の読書活動推進概要説明

１３：５５～ 宝本エピソード紹介 
１４：００～ ビブリオバトル 
１４：５０～ 講演（絵本ライブ） 
１６：１５～ ビブリオバトル 
         チャンプ本表彰 
１６：２０～  読書標語・短作文表彰 
１６：３５～  閉会行事 

今回の講演では、絵本作家の 

よしなが こうたく先生 

をお迎えします！

「給食番長」シリーズでおなじみのよしながこうたく先生によ

る読み聞かせ、ライブペイント等をお楽しみいただけます。

――家読 20 分間運動で 

広げよう、家族の絆づくり―― 
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≪幼児・小学生≫
● 魔法学校へようこそ　　　　　　さとう　まきこ　作
● おとのさま、小学校にいく　　　中川　ひろたか　作
● ねんねのうた　　　　　　　　えがしら　みちこ　作
● あさがくるまえに　　　　　ジョイス・シドマン　文
● 大どろぼうジャム・パン　　　　　内田　麟太郎　作
● せかいいちまじめなレストラン　たしろ　ちさと　作
● マララのまほうのえんぴつ　マララ・ユスフザイ　作
● がんばれ！あかいしゃしょうしゃ　マリアン・ポター　作
● ぼくらの山の学校　　　　　　　　　八束　澄子　著
● うみのとしょかん チンアナゴ３きょうだい　　葦原　かも　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
● ひかり舞う　　　　　　　　　　　中川　なをみ　著
● 満月の娘たち　　　　　　　　　　安東　みきえ　著
● 列車はこの闇をぬけて　ディルク・ラインハルト　作

・・・・・等
≪一般≫
● 楽天家は運を呼ぶ　　　　　　　　高橋　三千綱　著
● 私の漂流記　　　　　　　　　　　　曾野　綾子　著
● 架空の犬と嘘をつく猫　　　　　　寺地　はるな　著
● 仮面の君に告ぐ　　　　　　　　　　　横関　大　著
● 俺はエージェント　　　　　　　　　大沢　在昌　著
● カーテンコール！　　　　　　　　　加納　朋子　著
● 天翔ける　　　　　　　　　　　　　　葉室　麟　著
● 万屋大悟のマシュマロな事件簿　　　太田　忠司　著
● 絶望の歌を唄え　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著
● 生の肯定　　　　　　　　　　　　　　町田　康　著
● 緑の庭で寝ころんで　　　　　　　　宮下　奈都　著
● 幼年　水の町　　　　　　　　　　　小池　昌代　著
● 飼う人　　　　　　　　　　　　　　　柳　美里　著
● 遺訓　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　賢一　著
● 漱石を知っていますか　　　　　　　阿刀田　高　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ２月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

19日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時

６日～９日
（蔵書点検のため）

16 日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）
13日～16日

（蔵書点検のため）

２月のおはなし会・親子読書会のご案内

中央図書館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

7、14、21、28日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

5、12、19、26日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

13日（火）、27日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

1、8、22日
午後４時～

だっこでギュッ 1日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（金）午後7時～

2018 年２月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

２月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

６日
20日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
７日
21日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

１日
15日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
原 14：55〜15：15
不動野集落 15：25〜15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
８日
22日

受口自治公民館 10：40〜11：00
屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

９日
23日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
加紫久利住宅広場 14：55〜15：15
米ノ津駅前広場 15：25〜15：45

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

蔵書点検による休館のお知らせ
　高尾野図書館と野田図書館では蔵書（図書資料）整
理・点検のため、次のとおり休館します。

高尾野図書館：２月６日（火）～同９日（金）
野田図書館：２月 13日（火）～同 16日（金）

　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、図書館の
大切な仕事の一つですので、ご理解くださいますよう
お願いします。
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迅
速
な
対
応
に
感
謝
状

一
般
消
防
協
力
者
表
彰

　12月27日、出水麓歴史館で「明治維新シラス像パー
ク」のオープニングイベントが行われました。
　当日は、武者姿に扮した出水小学校の児童による
出水兵児修養掟の暗唱や東川隆太郎氏の講演会など
が行われ、西郷隆盛像の除幕式では、シラスで作ら
れたその出来栄えに、参加者は感嘆していました。
　出水麓に設置された明治維新の偉人たちのシラス
砂像は、12月下旬頃まで展示予定です。

明
治
維
新
１
５
０
年

シ
ラ
ス
像
パ
ー
ク
オ
ー
プ
ン

　12月16日、NHK大河ドラマ「西郷どん」放送開始
直前の特別企画として、時代考証を担当された鹿児
島大学名誉教授　原口　泉氏による講演会が市音楽
ホールで開催されました。
　出水と西郷隆盛との関わりについて、出水の地名
や人物などエピソードを交えた話に来場者は、興味
深く聞き入っていました。

西
郷
ど
ん
と
出
水

市
自
主
文
化
事
業

　12月10日、「山田昌巖350周年記念史跡めぐり歩こ
う大会」を開催しました。大会当日は途中小雨も降
りましたが、44人の参加者は山田昌巖にゆかりのあ
る出水・東出水地区の史跡12カ所、約11㌔のコース
を講師の説明を熱心に聴きながら歩きました。市指
定史跡「山田昌巖の灰塚」では、「なかなかここまで
来ることはなかったので今回参加してとてもよかっ
た。」という参加者もいらっしゃいました。

歴
史
に
触
れ
な
が
ら

史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
大
会

　12月10日、本市の合唱団や吹奏楽部などが出演す
る「出水音楽祭」が市文化会館で開催されました。
　和太鼓の演奏に始まり、合唱団やマーチングバン
ド、吹奏楽部など全14団体による熱のこもった音楽
が披露され、観客は、生の音楽を鑑賞し、ぜいたく
なひとときを過ごしました。

生
の
音
楽
を
堪
能

市
自
主
文
化
事
業

　消防協力者表彰を受けた外園庄一郎さん（写真
前列右から２番目）、春村敏さん（前列中央）、山
元徳俊さん（前列左から２番目）。
　３人は、境町中塩屋で発生した水難事故におい
て、助けを求める傷病者の声にいち早く気付き、
迅速かつ連携の取れた救助活動を行い、尊い人命
を海中から救出しました。

　消防協力者表彰を受けた畠中修一さん（写真前
列右から２番目）、一山剛さん（前列中央）、山中
幹雄さん（前列左から２番目）。
　３人は、上知識町八幡で発生した建物火災にお
いて、火災を覚知するとすぐに消火器を準備して
現場に駆け付け、協力して適切な消火活動を行い
鎮火させ、火災の延焼を防ぎました。
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　12月18日、本市と株式会社ＮＥＷＭ（ﾆｭｰﾑ）との立
地協定調印式が市役所で行われました。同社は、本
市高尾野町に本社を置き（2007年創業）、プラスチッ
クの回収・再生加工・販売を一貫して行っています。
今回の工場増設で、海外大手企業からの大幅な受注
増と長期取引の拡大に対応し、ツルのように世界に
羽ばたく企業を目指すこととしています。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝

危
険
空
き
家
の
解
体
撤
去

　12月20日、奉仕活動の一環として、一般社団法人
鹿児島県建造物解体業連合会出水地区による危険空
き家の解体撤去作業が行われました。
　当日は、10社の会員が専門の道具や重機などを持
ち寄って、倒壊しそうな空き家を手際良く解体撤去
の作業を行いました。
　周辺住民からは、「危険性がなくなったので良かっ
た。」と感謝の声が多く聞かれました。

　１月７日、新春恒例の消防出初め式が行われ、消
防署員や消防団員ら457人が参加しました。
　尾野島消防団長を先頭に消防団員らが入場し、観
閲後、消防活動に功績のあった団員らへの表彰式が
行われたほか、通常点検や消防ポンプ操法などの実
技が行われました。広瀬河原では、一斉放水が行わ
れ、今年１年の防火・防災を願いました。

防
火
・
防
災
を
願
っ
て

消
防
出
初
め
式

　12月17日、本市の若者が将来の町の姿を語り合う
「出水兵児サミット」が、「出水市ふるさと育成塾」の
主催により、高野山公園で開催されました。中高生
や経済団体の若手ら約60人が、実際に公園を散策し、
施設を利用した後、活用について、意見交換を行い
ました。寒空の下、参加者たちは熱い議論を交わし
ていました。

今
あ
る
も
の
を
ど
う
生
か
す
か

出
水
兵
児
サ
ミ
ッ
ト

　12月17日、青年の家で冬の自然まつりを開催しま
した。対象は、家族や友達同士などのグループで、
87組254人の参加があり、ミニ門松、しめなわ、洋
風リース、和風リース、和だこから選んで作りまし
た。参加者からは、「飾るのが楽しみです」、「親子
で楽しんで作ることが出来ました」などの声も多く
聞かれ、手作りの作品に満足されているようでした。

正
月
＆
ク
リ
ス
マ
ス
を
手
作
り
で

冬
の
自
然
ま
つ
り

　12月17日、「第12回市内地区対抗駅伝競走大会」が
市陸上競技場発着で開催されました。寒空の下、小
中高校生、一般で構成された11チーム154人のラン
ナーが14区間を熱く駆け抜けました。優勝は高尾野
地区、準優勝は西出水地区、３位は米ノ津地区でし
た。なお、Ｂクラス優勝は米ノ津地区、Ｃクラス優
勝は荘地区、また、昨年度記録より９秒短縮した米
ノ津地区が躍進賞に輝きました。
永年出場者　15回出場　小川田　陽（西出水地区）

高
尾
野
地
区
優
勝
！

市
内
地
区
対
抗
駅
伝

世
界
に
羽
ば
た
く
企
業
へ

立
地
協
定
調
印
式
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

 

 

電話 0996‐82‐5597 

ご予約＆ご注文承ります 

出水市役所正面に OPEN しました！ 

 たかりん 緑町販売店出水市緑町 20 番 3              
営業日 月～金曜 午前 11 時 30 分～午後 2 時 

※売切れの際はご容赦下さい 

～お母さんの味♪出水の手作りお弁当やさん～ 

ごはんやたかりん 本店出水市荘 824 番 1  

・営業時間：月～金（祝日営業）9：00～18：00

・自宅送迎：有

・住所：鹿児島県出水市本町17-20

※随時、見学・体験受付中。お気軽にご連絡ください。

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

広告規格
　○基本広告　フルカラー・タテ 54㍉×ヨコ 87㍉　
　○拡大広告　フルカラー・タテ 54㍉×ヨコ 178㍉
広告料
　○基本広告　15,000 円（税込み）
　○拡大広告　30,000 円（税込み）
掲載単位
　○広報いずみ発行１回ごと
　○複数回にわたる掲載も可能です。
※詳しくは、上記申し込み・問い合わせ先にお問い合
　わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

２　　　　　月
日 医　療　機　関　名

４日（日）

［当］ 野田診療所 内科 仮屋 ☎84−2023

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62−8801

［当］ 植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72−1041

［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75−2121

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

11日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63−7011

［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64−1187

［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73−4180

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］ 二宮医院 栄町 ☎62−0167

12日（月）

［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62−2311

［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎64−8800

［当］ 上園医院 内科 阿久根市 ☎73−1055

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

18日（日）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎67−3200

［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64−1313

［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73−1551

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

25日（日）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260

［当］ 荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82−3113

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
２月18日

白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0009 向 江
ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新 町
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79－3972 表 郷 東
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

２月25日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水）
フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中
し も ず る 薬 局 ☎64－2211 下 山

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
２月１日～４日 あかつき電化 ☎62－0650

携帯電話
（090－7397－7898）

釜 崎 水 道 ☎82－0249

携帯電話
（090－7154－7490）

２月５日～11日 三 和 住 設 ☎62－5114 桑野水道設備 ☎82－4385

２月12日～18日 井 手 口 電 設 ☎62－0901 中 畠 組 ☎82－0437

２月19日～25日 太田電機工業所 ☎63－1966 山﨑水道設備 ☎82－1600
２月26日～28日 北 薩 設 備 ☎62－6011 福 井 組 ☎84－2534

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2017年12月１日〜同12月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（±０） ２件（±０） ０人（±０） １人（＋１） 208件（＋24） 111人（＋17）
2017年の累計 17件（±０） 15件（＋４） １人（±０） １人（－２） 2,195件（－58） 1,200人（－31）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

２月の主な行事

２月４日
中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野）
野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮 屋
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64－8161 早 馬

２月11日
徳 森 歯 科 医 院 歯科 ☎67－3608 元町（出水）
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原

２月12日
あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿久根市
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付
マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早 馬

７日（水）▶海上自衛隊佐世保音楽隊演奏会（午後６時・市文化会館）

17日（土）▶第２回歴史講座（午後２時・市中央図書館）

24日（土）▶生涯学習・福祉ボランティアフェスタ（午前９時20分・市文化会館ほか）

25日（日）▶市少年少女合唱団定期演奏会（午後１時30分・市音楽ホール）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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。
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の
骨
格
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翼
」

『今月の問題』
マタタビ科にあたる植物は次
のうちどれでしょう？
Ａ　桃
Ｂ　キウイフルーツ
Ｃ　クコ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　全九州アンダージュニアボクシング選考会を前に市
役所を訪問した奥村覇

は い ど

唯努さん（出水中学校３年　左
から３番目）、奥村大

た い し

唯志さん（西出水小学校６年　
左から４番目）。
　また、全九州高等学校新人ボクシング競技大会に西
聡一朗さん（出水工業高校２年）が出場します。

　全日本・全九州小学生選抜ソフトボール
大会鹿児島県予選で準優勝し、３月に宮崎
市で開催される全国大会に出場することに
なった西出水ソフトボールスポーツ少年団
の皆さん。

　第 48 回ジュニアオリンピック陸上競技大会および鹿児島県中学校新人剣道大会で、素晴らしい成
績を収め市役所を訪問した、高尾野中学校の皆さん。

【陸上部：第 48 回ジュニアオリンピック陸上競技大会】
○中学２年生女子走幅跳（全国優勝）（山﨑選手）○中学１年生男子走幅跳（全国２位）（川上選手）
○中学１年生女子走幅跳（全国７位）（片野坂選手）

【剣道部：鹿児島県中学校新人剣道大会】
○女子団体（県大会優勝）（肱岡選手、前田選手、川添選手、道畑選手、下大迫選手、坪久田選手）

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

　日系社会青年ボランティアとして派遣
されるのを前に、市役所を訪問した宮田
瑠
りゅうせい

星さん（写真中央）。
　宮田さんは、ブラジルアマゾナス州マナ
ウス市で野球の指導を行う予定です。
派遣期間は 2018 年１月～ 2020 年１月

先月号のクイズと答え

国の特別天然記念物でないのは次
のどれでしょう？
Ａ　鹿児島県のツルおよびその渡
　来地
Ｂ　アカショウビン
Ｃ　アマミノクロウサギ
答はＢ　アカショウビンでした。


